
ほっかいどう歴史・文化・自然「体感」交流空間構想の概要
（平成３０年１２月策定）

50年後を見据えて、道立自然公園野幌森林公園内にある北海道博物館、北
海道開拓の村、百年記念塔等の今後のあり方についての基本構想とする。

施設ごとの点としてではなく、自然豊かな周辺地域を含めたエリア全体を

対象に、歴史、文化､自然を五感で「体感」し、国内外から訪れる多くの人々
と交流できる賑わいのある空間として再生をめざす。

１ 基本方針～エリアとしての再生

○ 大都市近郊に残された自然豊か

な環境がフィールド

○ 北海道の歴史・文化・自然を

五感で体感できる中核的エリア

〇 国内外からも大勢の人が訪れる

賑わいのある空間へ

【キーワード】

学ぶ 触れる

集う 繋がる

環境生活部文化局文化振興課

つたえあう、つながりあう。

私たちの北海道ストーリー。



◆本道の中核的博物館、道民参画

型博物館として、さらなる魅力
向上に努める。

2020年に開設される国立アイヌ

民族博物館等との役割分担を考

慮に入れながら幅広い連携を図
る。

博物館としての役割を基本とし

ながら、国内外からの旅行者を

ターゲットにした観光拠点や、

古民家再生等人材の育成拠点と
しての活用を図る。

長く道民の皆さんに親しまれてき

たが、老朽化に伴う利用者への安

全確保や将来世代への負担軽減の

観点から、解体もやむを得ないと

判断し、耐久性や維持コストにも

配慮した新たなモニュメント（※）

を配置した交流空間とする（発展

的継承）。

※はるか太古から連綿と続く北海道の

歴史・文化と、今日の北海道を築き上

げてきた幾多の先人の思いを引き継ぐ

とともに、お互いの多様性を認め合う

共生の立場で、未来志向に立った将来

の北海道を象徴するもの
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◆

◆ ◆

◆

（３） 百年記念塔・塔前広場

（１）北海道博物館

（４）野幌森林公園・近隣施設との連携

２ 主な施設の方向性

（２） 北海道開拓の村

良好な自然環境を保全するとと

もに、安心して利用できる環境

づくりを進める。

周辺の文化・スポーツ施設等と

連携を図ることにより、より魅
力的な交流空間として再生する。

構想の実現に向け、本文中に記載した「具体的な取組」に関する事業を実現可能な

ものから順次取り組むこととする。

３ 今後のスケジュール

構想の全体版は北海道のホームページ（http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/bns/saiseikoso.htm）をご覧ください。

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/bns/saiseikoso.htm

